
はじめに　AI と協働し、よりよい学びにしていこう！

　人間と同じように自然な言葉を使いこなす人工知能、「対話生成
AI」が誕生しました。
　人工知能（Artificial Intelligence）は私たち人間が自然な言語を
用いて行っている認識・判断・推論などの能力をコンピュータに持た
せる技術であり、その一つが生成 AIです。
　その代表格である ChatGPTがOpenAIから 2022年秋にリリー
スされて１年も経たないうちに世界中で大きな話題となり、政界、財
界、学界、マスコミ、ネット界を広く巻き込んで、盛んに効果的な活
用方法が工夫されています。
　その一方で、生成 AIが人類を支配し征服する危険性を指摘する識
者が現れたり、生成 AIの知識源の制限や訓練データの偏りによる日
本語生成の不自然さや日本の文化・歴史に関する知識不足からくる生
成 AIの限界を指摘したりする声も小さくありません。
　さらに、生成 AIに他人の著作物を入力し修正を加え、その結果を
自分の作品として発表する行為は著作権違反につながるという問題も
あります。
　また、自身の個人情報を入力し、それが他者への回答に表示される
ことにより個人情報が漏洩する可能性もあります。これらの点は生成
AIを学習支援ツールとして活用する際にも特に注意が必要です。
　しかし、人間が生み出したテクノロジーや機械は、開発と改良の歴
史を通じて問題点を克服し、より適切な活用方法を見つけることで、
日常生活に溶け込んできました。そのようにして、技術革新は人間の
幸福を増大し、諸能力を拡張する役割を果たしてきたのです。
　人工知能もまた、すでに私たちの日常生活の中に数多く入り込んで
います。たとえば、人工知能が入った炊飯器は、人間の味覚に最適な
ご飯を炊いてくれます。さらに、自動運転の車やGPSで地形を自動
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認識して自律飛行するドローンも商業利用が始まっています。
　したがって、人間が生み出した新種のテクノロジーを人間自らが人
類の福祉と幸福の実現のために使いこなすことがいつの時代でも大切
になるのです。そして今日、人間と AIが協働して知を創造する時代
が来たのです。
　ChatGPTもまた、電車や飛行機、インターネットなどと同じよう
に、進歩しながら私たちの生活を豊かにしてくれるに違いありません。
　そして、その誕生は、教育界にも強い影響を及ぼし始めています。
そこで、本書では「生成 AI元年」と呼べる 2023年に執筆を開始し、
そのメリットとデメリットをバランスよく検討しつつ、危険性をしっ
かりと排除する慎重さを持ちながらも、学校の先生方や子どもたちの
成長と力量形成に資する活用方法を大胆に提案することにしました。
　そして、生成 AIの仕組みや人工知能の教育利用の理論的解説に留
まらず、具体的な実践の在り方も提案します。

生成AIの活用で子どもたちの思考力と問題解決力、創造力を高めよう！

　これが本書のメッセージです。
　2023年 7月には文部科学省から「初等中等教育段階における生成
AIの利用に関する暫定的ガイドライン」が出されました。
　本書では、それに沿って各学校で生成 AIを適切に活用するための
具体的なガイドラインを提案するとともに、効果的な活用事例を豊富
に紹介しました。さらに先生方の業務の効率化のアイデアも提案して
います。
　さて、本書のおすすめの活用の仕方をご紹介しましょう。
　本書は、AIの仕組みや機能について詳しく書いていますので、第
１章や第４章が難しいと感じられる方は、ぜひそこは読み飛ばして後
で必要に応じて読んでみてください。ある程度生成 AIを使ってみて
およその使用感が得られてから AIの特徴について学んでみても全く
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構いません。苦労しながら最初から順に読む必要は全くありません。
　難しいと感じる場合には、第 6章の実践事例から読んでみること
をおすすめします。また、巻末の用語集も丁寧につくりましたので、
それを参照しながら第１章だけでもまず読んでみるということでもい
いでしょう。無理をせず、楽しく ChatGPTに触れながら本書をお読
みください。
　その逆に、コンピュータやソフトウェアにある程度の知識や経験が
ある方でしたら、最初から順に読んでいくと、AIの最新知識と AIを
活用する新しい教育実践をうまく関わらせながら、深い知識と知恵を
体系的に習得することができるでしょう。
　さて、こうした未知の分野への挑戦は、筆者一人では成し遂げられ
ません。本書のアイデアと文章のいくつかは ChatGPT（GPT-4）と
の共作であり、さらに先進的なマインドを持つ学校の先生方、そして
早稲田大学教職大学院の優秀な修了生たちとの実践事例の開発を通し
た共同作業によって生み出されました。記して感謝いたします。
　また、アドビ株式会社教育事業本部マーケティング部担当部長の江
口美菜子様の御支援に御礼申し上げます。
　最後になりましたが、学陽書房の編集者の河野史香様と依田真波様
には本書の執筆をご快諾いただいたばかりでなく、懇切丁寧に文章の
推敲にご尽力くださいましたことに深く感謝申し上げます。
　本書を読んでくださった学校の先生方が、生成 AIを用いて未来に
生きる子どもたちの思考力と問題解決力、そして創造力をより一層育
成していただきますことを願っています。進化する生成 AIの教育利
用の可能性は無限なはずです。
　さあ、生成 AIと一緒に、子どもたちの成長につながる新しい教育
の在り方を探る旅に出発してみませんか？

2024年 1月
 早稲田の杜にて　筆者記す
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ご購入・ご利用の前にかならずお読みください

　本書は、2024年 1月 10日現在の情報をもとにChatGPT の操作方法について解
説しています。本書の発行後にChatGPT のサービスや、機能や操作方法、画面の
表示などが変更された場合には、本書の掲載内容通りには操作ができなくなる可能性
があります。

　また、本書に記載された内容は、情報の提供のみを目的としております。本書を参
考に操作される場合は、必ずご自身の責任と判断に基づいて行ってください。本書の
運用により想定していた結果が得られない場合や、直接的または間接的な損害が発
生した場合も、弊社および著者はいかなる責任も負いかねます。あらかじめご理解、
ご了承ください。

　本文中に記載されている会社名、製品名は、すべて関係各社の商標または登録商標、
商品名です。なお、本文中には™および®マークは記載しておりません。
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　これからは「教師はどのように生成 AIと協働すべきか」「生成 AI

の時代に生きる人間に欠かせない知的作業は何か」という視点を持ち、
AIの活用方法を生み出すことが重要です。そのための６つの視点を
提案します。

視点１: プロンプトを工夫して、
高度な回答を生成 AIから引き出す

　教師としては、どのような情報を得たいのか、何を児童生徒に教えた
いのかに基づいて、プロンプト（指示文）を工夫する必要があります。
特定のトピックについて深く掘り下げるためのプロンプト、広範な知識
を引き出すための横に広げるプロンプト、児童生徒の質問に対する答え
を得るためのプロンプトなど、目的に応じたプロンプトの設定と改善が
重要です。

視点２: 創造的な目的を設定し、生成 AIとの
作業をより創造的にする

　生成 AIとの協働においては、創造的な作業目的を設定することが
大切です。たとえば、新しい学習プログラムを開発する、新しい教材
を作成するなど、創造的な目的を設定し、それを達成するために生成
AIを活用することが重要です。
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教師がすべき仕事は、
「創造」と「マネジメント」
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視点３: 生成 AIに依頼することと人間が自分でするこ
とを、区別して全体の作業を設計する

　生成 AIは強力なツールですが、すべてを AIに任せるわけではあ
りません。生成を依頼する内容と課題を設定する、最終的な決定を下
す、対話をリードする、回答や生成物の品質を評価するなど人間が行
うべき作業と、生成 AIに任せるべき作業を明確に区別し、全体の作
業を設計することが大切です。

視点４: 協働作業の手順や時間をしっかりと計画し、
プロジェクトマネジメントを行う

　生成AIとの協働作業をプロジェクトの一部と考え、適切なプロジェ
クトマネジメントが求められます。作業の手順や時間を計画し、進捗
を確認し、問題があれば修正・改善するなど、一般的なプロジェクト
マネジメントの手法を適用することが大切です。

視点５: 生成 AIの回答に加筆や修正を行い、人間に
とってより有益な情報や知識になるように工夫する

　生成 AIの回答は、ファクトチェックをしたり人間の創造力を発揮
したりして、加筆や修正を行うことで、人間にとってより有益な情報
や知識にすることが可能です。また、生成 AIの回答をもとに新たな
問いを立て、さらに深く掘り下げることも可能です。

視点６: 生成 AIの能力と限界を理解し、
適切な活用を図る

　生成 AIは多くの情報や知識を生成できますが、生成される情報や
知識はその AIが訓練されたデータに依存します。したがって、教師
は生成 AIの能力とその限界を理解し、その範囲内で適切に活用する
とともに、児童生徒にそのことを AIリテラシー教育として考えさせ
ることが重要です。

第１章　そもそも生成AIとは？ 19



　まず解説するのは、授業デザインの作成支援です。プロンプトがあ
まり複雑でなくても有益なアイデアを回答してくれる実例をあげてみ
ます（やや複雑なプロンプトの出し方は、第４章をご覧ください）。
　ここでは、小学校の国語科における物語の創作、中学校の環境問題
をテーマにしたプロジェクト学習、中学校の美術科を中心としたアー
トプロジェクトの教科等横断的なカリキュラム開発を扱います。

国語科の物語づくりのアイデアを出してもらう

　小学校では、２年生から国語科で物語づくりの学習が始まります。
右頁で取り上げるのは、物語の続き話を創作する時の活動の流れを対
話生成 AIの ChatGPT（GPT-4）に作ってもらった例です。
　上段が ChatGPTに指示を出した様子です。これくらいのシンプル
なプロンプトでも、下段のようにしっかりとした提案をしてくれます。
実際の学校の忙しさや授業時間数の制約などは指示がない限り考慮し
てくれませんから、理想的すぎる回答が出てくることが多いので、あ
くまでも ChatGPTの回答はアイデアの一つとしてとらえて、取り
入れることが可能な範囲で参考にすることが実用的でしょう。
　逆に、指導書通りの標準的な活動例では飽きたりない先生にとって
は、ChatGPTは豊かな授業アイデアを提供してくれるでしょう。
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授業デザインの
作成を支援してくれる
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環境問題を扱う学習の単元構成を作成してもらう

　次頁に紹介するのは、ChatGPTを使った中学校の例です。

物語の続き話を子どもたちが書くための学習活動とその系列を示します。
１.物語の理解を深める
・既存の短い物語や話を読む。
・その物語に関する質問・ディスカッションを行う。
・ 物語の要素（登場人物、設定、プロット、結末など）を明確にする。

２.物語の続きのアイデアを出す
・子どもたちに、物語の続きのイメージやアイデアを書き出させる。
・みんなのアイデアを共有し、ディスカッションする。

３.生成AI を使ってインスピレーションを得る
・AI に物語の概要や既存の部分を入力して、続きの一部を生成させる。
・ 子どもたちにはAI の生成した内容をもとに、さらに物語を発展させる
か、修正・変更するように促す。

４.物語の構成を学ぶ
・物語の構造（導入、発展、クライマックス、結末）について学ぶ。
・各部分にどんな内容が含まれるべきかを子どもたちと一緒に考える。

５.ドラフトの作成
・子どもたちに物語の続きを書かせる。
・クラスメートや先生がフィードバックを提供。

６.再度、生成AI を使用
・ AI を使用して、物語の中での言い回しや表現の提案を受け取る。これ
により、物語の質を高めるヒントを得ることができる。

７.最終版の作成
• フィードバックやAl の提案をもとに、物語の続きを修正・完成させる。

８.発表と共有
• 子どもたちが自分たちの作成した物語の続きをクラスで発表。
•クラスメートや先生からのフィードバックや質問の時間を設ける。

AI

小学校５年生の国語科の授業で、子どもたちに創作活動による物語づくりの
学習をさせたいと思います。物語の続き話を子どもたちが書くために、学習
活動とその系列を教えてください。その流れで、生成AI を使う場面も設定
してください。
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　プロンプトエンジニアリングでは、試行錯誤のプロセスが不可欠で
す。最初から完璧なプロンプトを書くのは困難で、継続的な改善と最
適化が求められます。具体例を通してこのプロセスを理解しましょう。

科学の概念の説明
初回：「光合成とは何ですか？」
改善後：「小学生にもわかるように、光合成のプロセスを、図を使っ
て説明してください。」
　初回のプロンプトでは、回答が専門的すぎたり、抽象的すぎたりす
る可能性があります。改善後のプロンプトでは、対象者とメディア（図）
を明示して、望む回答に近づけています。

歴史の人物紹介
初回：「エジソンについて教えて。」
改善後：「小学生向けに、エジソンの発明とその影響についてわかり
やすく説明してください。」
　初回の一般的な問いから、改善後では年齢に合わせた具体的な内容
へと変化しました。

体育の運動指導
初回：「バスケットボールのルールを教えて。」
改善後：「初心者向けに、バスケットボールの基本ルールと初級トレー
ニングメニューを紹介してください。」

3

ビフォーアフターでわかる！
プロンプト改善例
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　改善後はルールだけでなく、実際のトレーニングも組み込みました。

英語の語彙学習
初回：「食べ物の英語を教えて。」
改善後：「初級英語学習者向けに、日常でよく使う食べ物の英単語と
例文を 5つ紹介してください。」
　初回の曖昧な問いに対して、改善後ではレベルと具体的な内容が明
確にされました。

歴史の教材作成
初回：「日本の戦国時代を説明してください。」
改善後：「中学生向けの歴史授業で使用する、戦国時代の主要な武将
と戦いについての資料を作成してください。」
　初回の問いはおおざっぱであり、教材の用途・目的や対象年齢を考
慮していません。改善で具体的な目的と対象者が明確になりました。

数学の問題解説
初回：「この方程式を解いてください。」
改善後：「高校生が理解できるように、この方程式の解き方の手順と
なぜその手順を用いるのか理由を説明してください。」
　初回のプロンプトでは解答のみが得られる可能性がありますが、改
善後では解き方の理解を深めるための手順と理由も加えられました。

科学の実験解説
初回：「酸と塩基の反応について説明して。」
改善後：「高校生向けに、酸と塩基の反応の化学的背景と一般的な実
験手順を解説してください。」
　改善後は目的と対象者が明確になり、手順まで要求されています。
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